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シンポジウム１

サルコイドーシスに対する抗菌療法の展望
座長の言葉
座長　山口悦郎（愛知医科大学　呼吸器・アレルギー内科）
　　　宮崎英士（大分大学医学部　総合内科・総合診療科）

サルコイドーシスの病因として，本邦独自の仮説であるP. acnes菌説が初めに検討されたのは
1970年代であった．それから約30年後に新たな解析手法の導入によって同説が再興を果たしたの
は周知の通りである．しかしその後欧米からは結核菌由来抗原説が提起されるに至り，現状は混
とんとしている．しかしそれがためにサルコイドーシス多元論に傾くのは早計に過ぎる，あるい
はそうあって欲しくないというべきか．しかし一元論を採るならば，P. acnes菌説を科学的に証
明あるいは否定する責任主体は，同説を大筋において支持しようとしている本学会にあると言え
るのではないか．その意味で今回抗菌療法に関するシンポジウムが企画されたことには大きな意
義がある．

本シンポジウムではまず抗P. acnes菌薬としてテトラサイクリン，クラリスロマイシンなどの
使用例を紹介いただき，どのような新たな仮説を導出することができるかを検討する．次いでP. 
acnes菌病因論を前提として，どのような抗菌療法が考えられるかについての基礎的および総括的
考察を講演いただく．終わりに肺サルコイドーシスの治療として抗菌療法の臨床試験を企画する
際に，考慮すべき医学的な問題点と手続き的側面について触れる．

本シンポジウムがサルコイドーシスの本態解明に関して，次世代研究者を鼓舞し取組みが継承
されるきっかけとなることを大いに期待する．


